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議（International Conference on 














































































































Proceedings books は５巻 4640 ペ
ージにも達した。
　一般講演では鉄鋼材料（Steels）
に関する発表が最も多く、主とし
て日本の超鉄鋼やスーパーメタル
に見られる様に、熱間圧延急冷プ
製造分野
ロセスを利用した超微細粒組織に
よる材料特性改善機構に関して検
討されており、現在の鉄鋼材料分
野における開発動向の世界的な潮
流を反映しているものと考えられ
る（科学技術動向 2002 年７月号
「特集３：微細結晶粒金属材料の
研究開発動向」参照）。
　また耐熱合金（Super Alloys）
のセッションでは、合金開発が日
本では主としてガスタービン用材
料として進められているが、欧米
では航空機エンジンを念頭に開発
されるなど、材料開発の目的や用
途は各国の競争力を有する製造技
術分野を反映していた。
　金属関係の発表が多かった中
で、エコマテリアル、バイオマテ
リアル、スマートマテリアル等も
セッションテーマとして取り上げ
られており、世界的に普及しつつ
あるエコマテリアルの概念が実効
性を有するためには、ライフサイ
クルでの環境負荷低減、資源循環
性、資源生産性などが重要になる
との発表が相次いだ。
